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さいたま市立博物館　事業予定

１　展　示

事　業  名 期　間 備　考

1 企画展 自然塗料「赤山渋」～かつての郷土特産物～ 3/5(土)～5/8(日)

2 夏休み子ども博物館 7/9(土)～8/28(日)

3 さいたま市最新出土品展 9/6(火)～19(祝) 文化財保護課主催

4 特別展「天保の改革」(仮題) 10/8(土)～11/20(日)

5 さいたま市のうつり変わりと人びとのくらし展 12/6(火)～R5/2/23(祝)

6 収蔵品展(仮題) R5/3/4(土)～5/7(日)

２　講　座

事　業  名 期    間 備　考

1
子どもわくわく体験講座(土器づくり、おもちゃづくり、折り紙
教室、藍染、自然観察など)

4月～11月 10回

2 初級古文書講座 5月～7月 全6回

3 藍染体験講座 5月～6月・10月 全4回

4 夏休み子ども博物館関連講座 7月～8月 33回

5 中級古文書講座 11月～12月 全3回

6
さいたま市民大学歴史コース「歴史資料からさいたま市の
個性を考える　考古編」

8月～9月 全6回

7 特別展「天保の改革」(仮題)関連講座 10月～11月 3回

8
さいたま市のうつり変わりと人びとのくらし展関連講座(たこづくり、昔のくら
しの体験、万華鏡づくり、折り紙教室、動くおもちゃづくり)

12月～2月 5回

9 収蔵品展（仮題）関連講座 R5.3月 2回

10 展示解説(特別展) 10月～11月 6回

３　教育普及事業

事　業  名 期    間 備　考

1 学校巡回展 4月～11月

2 小・中学校等団体見学･体験学習受入れ 随　時

3 中学生職場体験「未来くるワーク」受入れ 随　時

4 博物館実習受入れ 7月

5 中堅教諭等資質向上研修 7月

6 出張講座 随　時

４　調査研究

名　　　　称 期    間 備   考

1 特別展「天保の改革」（仮題）に関する調査・研究 10月まで

2 収蔵品展（仮題）に関する調査・研究 R5.3月まで

3 展示・講座に関する調査・研究 通　年

4 博物館のデジタル化に関する調査・研究 通　年

５　その他

名　　　　称 期    間 備　考

1 資料の寄贈・寄託・貸出・館内利用 随　時

2 収蔵資料及び台帳整理(資料管理システムの更新) 通　年

3 古文書整理作業 通　年

4 ボランティア活動(体験学習・古文書翻刻) 通　年

5 外部研修会等の参加(総会、研究会、研修会等) 随　時

6 資料燻蒸及び殺虫消毒 6月下旬～7月上旬 期間中は臨時休館

7 令和3年度さいたま市博物館年報の発行 8月

（１）令和4年度事業予定について  資料１
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さいたま市立浦和博物館　事業予定

１　展　示

事　業  名 期　間 備　考

1 テーマ展「さいたまの人々と鉄道」 5/1(日）～12/11（日） 

2 SDGs関連展示 7月～9月

3 コーナー展示「館蔵郷土玩具展」 R5.1月～3月

2　講　座

事　業　名 期　間 備　考

1 愉快・爽快のびのびシティライブin浦和博物館 5/1(日) yuka（シンガーソングライター）

2 ロマンスカーミュージアムコラボ企画鉄道教室
5/3(祝)
5/4(祝)

3 テーマ展関連講座「さいたまから大山へ」 5/29(日）
4 テーマ展関連講座「さいたまの人々と鉄道」（前期） 6/24（金）～26(日）

5 夏休み小学生まが玉作り教室 7/26(火)・27(水) 4回

6 SDGs13キンダーミュージアム（仮題） 6月～

7 「うらはく工芸くらぶ」（工芸講座） 7月～R5.2月 全14回（月2回）

8 テーマ展関連講座「さいたまの人々と鉄道」（後期）
10/30(日）・11/3(祝)・
12/3(土)・12/4(日）

4回

9 見沼通船堀仕組み実験講座 11/5(土）・6（日） 4回

10
テーマ展関連イベント「オカリナとギターのアフタヌーンコ
ンサート」（仮題）

11/23(祝）

11 SDGs13親子自然塾「鳥から学ぶ自然環境」 11/27(日） 1回

3　教育普及事業

事　業　名 期　間 備　考

1 小学校団体見学・体験学習受入れ　　 9月～R5.3月

2 中学校職場体験「未来くるワーク」受入れ 随　時

3 博物館実習受入れ 7月

4 出前講座 随　時

4　調査研究

名　　　　称 期　間 備　考

1 収蔵資料に関する調査・研究 通　年

5　その他

名　　　　称 期　間 備　考

1 資料の寄贈・寄託・貸出・館内利用 随　時

2 収蔵資料及び台帳整理(資料管理システムの更新) 随　時

3 館報「あかんさす」第120号の発行 R5.3月
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浦和くらしの博物館民家園　事業予定

１　展　示

事　業  名 期　間 備　考

1 うつりかわるくらし 通　年

2 ミニ企画展「写真で見る古民家の復原」 7月～12月

3 ミニ企画展「(仮題)干支の郷土玩具～兎～」 12月～2月

4 ミニ企画展「小さな雛人形」 2月～3月

5 季節の展示「七夕飾り」 8月 園内古民家にて展示

6 季節の展示「小正月の繭玉飾り」 1月 〃

7 季節の展示「雛飾り」 2月～3月 〃

２　講　座

事　業  名 期　間 備　考

1 昔のあそび塾
4/3・5/1・6/5・7/3・8/7・
9/4・10/2・11/6・12/4・
R5.1/8・2/5・3/5

12回、毎月第1日曜日(1月
は第2日曜日）

2 民家園しぜん塾
4/2･6/4・8/6・10/1・12/3・
R5.2/4

6回、偶数月第1土曜日

3 子ども農作業体験講座
4/9･23･5/21･7/9･9/3･
10/22･11/26

7回、土曜日

4 見沼を歩こう(自然観察会) 4/17(日)･11/3（祝） 2回

5 記念日講座(こどもの日、母の日、父の日、敬老の日)
5/5(祝)･7(土)･6/18(土)･
9/17(土)

4回

6 季節の行事(七夕馬、小正月) 8月･R5.1月

7 県民の日講座「昔の遊びを体験しよう」 11/14(休)

8 もの作り講座(竹工芸、紙漉き、和凧、竹馬) 8月･11月･12月･R5.3月 5回（12月は2回）

9 夏休みこども講座 7月～8月 14回

10 昔のくらし体験講座 R5.1月～2月 2回

３　教育普及事業

事　業  名 期　間 備　考

1 小学校団体見学・体験学習受入れ 随　時

2 中学生職場体験「未来くるワーク」受入れ 随　時

3 博物館実習受入れ 7月

4 出張講座 随　時

４　調査研究

名　　　　称 期　間 備　考

1 展示・講座等に関する調査・研究 随　時

５　その他

名　　　　称 期　間 備　考

1 資料の寄贈・貸出　 随　時

2 収蔵資料及び台帳整理(資料管理システムの更新) 随　時

3 ボランティア活動 通　年

4 ボランティア育成 5月 体験学習指導研修

5 園内環境整備 通　年

３



旧坂東家住宅見沼くらしっく館　事業予定

１　展　示

事　業  名 期　間 備　考

1 「端午の節句/鯉のぼり・兜飾り」 4/23(土)～5/5(祝)

2 季節展示「端午の節句/軒菖蒲」、「正月飾り」等 5月～R5.3月 12回

２　講　座

事　業  名 期　間 備　考

1 小学生工房(竹馬、バードコール、竹とんぼ等) 4月～R5.3月 9回

2 端午の節句・折り紙コーナー 4/29(祝)～5/5(祝) 　

3 囲炉裏端で聞くわらしべの民話語り 5月～R5.3月 4回

4 くらしっく講座(野鳥観察、自然散策等) 6月～R5.3月 6回

5 公開行事(七夕馬作り、春の七草等) 7月～R5.2月 4回

6 夏休み小学生講座(竹の貯金箱作り、水鉄砲作り等) 7月～8月 4回

7 くらしっく寄席 5月～11月 4回

8 加田屋の年中行事(藁鉄砲作り、牛蒡注連作り等) 11月～R5.3月 4回

３　教育普及事業

事　業  名 期　間 備　考

1 小学校団体見学・体験学習受入れ 5月～R5.3月

2 中学生職場体験「未来くるワーク」受入れ 随　時 　

3 博物館実習受入れ 7月 　

4 出張講座 随　時 　

４　調査研究

名　　　　称 期　間 備　考

1 展示・講座等に関する調査・研究 随　時

５　その他

名　　　　称 期　間 備　考

1 資料の寄贈・貸出　 随　時

2 収蔵資料及び台帳整理(資料管理システムの更新) 随　時

3 囲炉裏の火入れ 随　時

4 館内環境整備 通　年 樹木剪定等

４



博物館分館　事業予定

岩槻郷土資料館

１　展　示

事　業  名 期　間 備　考

1 収蔵品展 5月下旬～7月上旬

2 夏休み関連展示 7月中旬～8月下旬

3 企画展示 10月上旬～11月下旬

5 人形関連展示 R5.2月中旬～3月下旬
人形のまち岩槻 まちかど雛めぐ
りに合わせて展示

２　講　座

事　業  名 期    間 備　考

1 夏休み体験講座 7月

2 岩槻郷土資料館探検ツアー 8月～9月 1回

3 企画展示関連講座 10月～11月 3回

4 岩槻郷土資料館「さいたまを知ろう」講座 10月～R5.2月 5回

３　教育普及事業

事　業  名 期    間 備　考

1 小学校体験学習受入れ 12月～R5.2月

2 出張講座 随　時

与野郷土資料館

1 展　示

事　業  名 期    間 備　考
1 常設展示 通　年

2 与野郷土資料館展示web解説 通　年

２　講　座

事　業  名 期    間 備　考
1 お気楽講座 通　年
2 さいたま市民の日講座「資料館で昔あそび」 5/1（日） 小学生向け
3 夏休み子ども博物館講座「まが玉づくり」「土器の拓本でしおりづくり」 8月 小学生向け、6回
4 冬休み子ども博物館講座「ぐにゃぐにゃたこ作り」 12月 小学生向け、2回

3 教育普及事業

事　業  名 期    間 備　考
1 小学校「体験学習」受入れ 9月～R5.2月

2 中学生職場体験「未来くるワーク」受入れ 随　時

3 出張講座 随　時

4 ボランティア

事　業  名 期    間 備　考
1 ボランティア活動　 通　年 解説、多世代交流での協同

2 ボランティア養成 10月 「体験学習」指導者講習会

10５



第 46 回特別展（仮題）「天保の改革と地域の村々」開催要項（案） 

１ 会  期  令和４年 10月８日（土）～11月 20 日（日）〔44 日間（うち開館日数 38 日間）〕 

２ 開催時間  ９時～16 時 30 分 

３ 休 館 日  毎週月曜日（10月 10 日、11 月 14 日は開館）、10月 11 日（火）、11月４日（金） 

４ 会  場  さいたま市立博物館 特別展示室 

５ 趣  旨   天保の飢饉や大塩平八郎の乱といった農村の荒廃や騒動のさなか、天保８年

（1837）に第 12 代将軍に就任した徳川家慶は、江戸幕府の立て直しを図るため、

老中水野忠邦らを起用し、同 12 年（1841）から同 14 年（1843）にかけて、俗

に「天保の改革」と呼ばれる施策を実施しました。 

「天保の改革」が企図した主な施策には、当時顕著だった物価高騰を抑える

もの、都市への農民流入を抑えて農村の荒廃を改めるもの、池沼干拓により年

貢増収を図るもの、幕府の権威を強化するもの等が一般的に挙げられています。 

今回の展示では、これらの施策のうち、比較的残存史料が多い「倹約令」、「風

紀統制」、「人返し令」、「上知令」、「将軍家慶の日光社参」について、どのような

現状をどのように改革しようと試み、どのような影響を与えたか、地域に残さ

れた古文書を中心に取り上げ、当時の村々の状況をとおして改革の実態の一部

を紹介します。 

これらの史料を活用し、地域の事例から、市民の皆様に日本史上における重

要な出来事をより身近に感じていただき、郷土史への関心や理解を深めること

を目的とします。 

６ 展示構成及び展示資料（予定）

第一章「天保初年の村々の様相～なぜ改革が必要となったか～」 

    東角井家所蔵文書、島村家所蔵大和田村文書、都築家文書（以上市立

博物館寄託）ほか 

第二章「倹約令と風紀統制～奢侈の取り締まり～」 

    石川家文書、都築家文書（以上市立博物館寄託）、木内家文書（浦和博 

物館寄託）ほか 

第三章「人返し令と上知令～幕領の立て直し～」 

    深井家文書、片岡家文書（以上市立博物館寄託）、関野家文書（浦和博

物館寄託）ほか 

資料２ 

６



第四章「将軍家慶の日光社参～将軍権威の強化～」 

    深井家文書、島村家所蔵大和田村文書（以上市立博物館寄託）ほか 

７ 関連事業（予定）

関連講演会 2～3回 

学芸員による展示解説 6回 

８ 刊 行 物  展示図録 1,200 部 

９ 広  報  チラシＡ４判 14,000 枚、ポスタ－Ａ３判 5,000 枚、市報・ホームページ・ツイ 

ッター等に掲載 

７



令和４年度浦和博物館「さいたまの人々と鉄道」開催要項（案） 

１ 会  期  令和 4年 5月 1日（日）～令和 4年 12 月 11 日（日） 

２ 開催時間  ９時～16 時 30 分

３ 休 館 日  毎週月曜日、祝日の翌日、臨時休館期間を除く 

４ 会  場  浦和博物館 

５ 趣  旨   令和４年（2022）は、新橋～横浜間に鉄道が開通した明治 5年（1872）

から 150 年目にあたる。その後、高崎線の開通を契機として多くの鉄道路

線網が走るようになり、現在のさいたま市は、全国有数のターミナルとな

った大宮駅や、鉄道博物館を市内に抱え、鉄道の街として知られるように

なった。 

鉄道開通 150 年にちなみ、浦和博物館では下記期間を通じて、「鉄道」

にフォーカスした「さいたまの鉄道と人々」をテーマに、様々な講座や展

示などのイベントを実施する。 

６ イベント構成 

（１） 第 1期～鉄道と信仰～ 

日本において、鉄道開業以前の江戸時代から霊験あらたかな社寺へ参詣する多

くの人々がいた。さいたま市域からも村で講を作り、江戸近郊や周辺諸国の社寺

へ参詣に出かけていたことが当時の資料に見られる。これらの社寺参詣の中から

大山詣を取り上げ、市域の人々の信仰について考える。 

また、江戸時代は徒歩で往来した大山も、現在では小田急電鉄を利用して手軽

に行き来できるようになった。昨年オープンしたばかりの「ロマンスカーミュー

ジアム」と初のコラボによる企画も実施する。 

（２） 第 2期～鉄道さいたまを走る～ 

さいたま市域で活動している郷土史研究会と連携し、市域に関連した鉄道にま

つわるエピソードを中心に、会員の研究成果を広く市民に発表する場として、記

念講演会を実施する。 

（３） 第 3期～鉄道誕生までの苦悩、そして希望～ 

明治５年の鉄道開業以降、さいたま市域では、「宮浜鉄道」や「浦浜鉄道」など、

実現には至らなかった様々な鉄道計画があった。また、武笠江太郎（工部学校卒）

による、工部省測量技師としての碓氷峠の高低測量など、本市における鉄道史上

重要な事績について、資料を基に紹介する。 

（４） 第 4期～鉄道開通と街の発展～ 

浦和郷土文化会、大宮郷土史研究会、岩槻地方史研究会の各会会長等を講師と

して、鉄道開通が街に与えた影響について考える講演会を、期間中に開催する特

別展の関連講座として実施する。 

資料３ 

８



令和４年度浦和博物館「さいたまの人々と鉄道」イベント（予定表） 

イベント構成 日程 イベント名 講演者等 

第

1

期 

鉄道と信

仰 

5月 1日 愉快・爽快のびのびシティライブ Yuka 氏（シンガーソングライター） 

5月 4日 ロマンスカーミュージアムコラボ企画鉄道教

室 

ロマンスカーミュージアム 

5月 5日 

5 月 29日 さいたまから大山へ 野尻靖（与野郷土資料館学芸員） 

5月 1日 大山講・ロマンスカーのミニ展示 浦和博物館、ロマンスカーミュージアム

他 5月 29日 

第

2

期 

鉄道さい

たまを走

る 

6月 24日 開館 50周年記念講演会「さいたまと鉄道」 未定（交渉中） 

6月 25日 開館 50周年記念講演会「さいたまと鉄道」 

6月 26日 開館 50周年記念講演会「さいたまと鉄道」 

第

3

期 

鉄道誕生

までの苦

悩、そし

て希望 

７月 30日 

７月 31日 

夏休みこども博物館「全国子ども電車教室」 全国子ども電車教室実行委員会（交渉

中） 

10月 18 日 

～ 

テーマ展「さいたまの人々と鉄道」 浦和博物館主催 

12月 11 日 

第

4

期 

鉄道開通

と街の発

展 

10月 30 日 テーマ展関連講座「南浦和駅開業と立体交差

について」 

浦和郷土文化会会長 青木義脩氏 

11月 3日 テーマ展関連講座「大宮駅開設と発展の歴史」 大宮郷土史研究会会長 織本重道氏 

11月 23 日 テーマ展関連イベント「オカリナとギターの

アフタヌーンコンサート」 

栗原めぐみ氏、大橋治生氏（元市立博物

館長） 

12月 3日 テーマ展関連講座「武州鉄道」 岩槻地方史研究会会長 飯山實氏 

12月 4日 テーマ展関連講座「鉄道日本の夜明け」もし

くは「幻の宮浜鉄道と絹の道」 

未定（交渉中） 

９



令和３年度　博物館入館者数（年間）
（単位：人）

区　分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 R３年度 R２年度 差　引 増減率
計 計 （Ａ）-（Ｂ） （Ａ）/（Ｂ）
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

市 立 博 物 館 1,846 2,213 981 2,837 2,698 1,262 2,085 3,112 1,871 3,438 1,961 24,304 21,654 2,650 12.24%

浦 和 博 物 館 952 565 464 717 803 497 483 270 4,751 197 4,554 2311.68%

浦和くらしの博物館
民 家 園

4,209 5,332 4,163 4,768 4,180 3,706 5,587 6,208 4,372 4,548 3,621 50,694 41,181 9,513 23.10%

旧 坂 東 家 住 宅
見沼くらしっ く館

464 591 592 429 429 716 479 872 432 514 435 5,953 4,953 1,000 20.19%

岩槻郷土資料館 249 258 194 384 230 219 296 378 292 211 457 3,168 2,632 536 20.36%

岩 槻 藩 遷 喬 館 394 539 301 486 200 254 398 618 251 274 936 4,651 4,279 372 8.69%

鴻 沼 資 料 館 42 21 15 18 18 23 14 5 7 14 8 185 227 -42 -18.50%

旧高野家離座敷 39 106 23 30 28 26 76 86 18 27 46 505 450 55 12.22%

与野郷土資料館 402 568 506 355 531 270 330 399 237 466 317 4,381 4,150 231 0

計 7,645 9,628 6,775 10,259 8,879 6,940 9,982 12,481 7,977 9,975 8,051 0 98,592 79,723 18,869 23.67%

【参考】令和２年度　博物館入館者数（年間）
（単位：人）

区　分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 R２年度 R元年度 差　引 増減率
計 計 （Ａ）-（Ｂ） （Ａ）/（Ｂ）
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

市 立 博 物 館 817 1,050 1,754 1,368 5,572 4,629 2,019 1,701 1,290 1,454 21,654 45,958 -24,304 -52.88%

浦 和 博 物 館 197 197 12,813 -12,616 -98.46%

浦和くらしの博物館
民 家 園

2,486 4,375 4,179 3,311 4,607 5,407 3,642 3,400 4,534 5,240 41,181 54,974 -13,793 -25.09%

旧 坂 東 家 住 宅
見沼くらしっ く館

302 255 357 439 546 654 575 403 554 868 4,953 8,333 -3,380 -40.56%

岩槻郷土資料館 211 244 228 313 305 303 201 160 322 345 2,632 5,503 -2,871 -52.17%

岩 槻 藩 遷 喬 館 284 303 117 292 692 731 287 172 647 754 4,279 5,242 -963 -18.37%

鴻 沼 資 料 館 30 21 26 14 29 22 24 11 24 26 227 349 -122 -34.96%

旧高野家離座敷 34 33 36 25 42 26 28 30 52 144 450 466 -16 -3.43%

与野郷土資料館 635 352 282 410 598 622 234 318 177 522 4,150

計 0 0 4,996 6,633 6,979 6,172 12,391 12,394 7,010 6,195 7,600 9,353 79,723 133,638 -53,915 -40.34%

中規模修繕工事のため休館


